
 

 

 

 

八幡中の“文化”を感じた一日となりました 

 学芸発表会【舞台発表の部】 １０月２１日（土） 

 

スローガン『THE BEST ATAGE ～最高の感動を～』のもと、１０月２１日（土）、本校２階アリーナ

にて、学芸発表会【舞台発表の部】を開催しました。 

 

午前の部は、６組による「合唱・合奏」からスタート、その後、学年ごとの「合唱コンクール」を行いま

した。このコンクール形式での合唱は、平成２９年度に、当時の川越豊彦 校長先生が“学級でなにか

を作り出すような学校行事”により“一つのことをやり切った達成感を体感してほしい”という思いから

スタートさせたものです。その後、コロナ禍により 2 年間のブランクがありましたが、昨年度より復活し

ました。どの学級も、それぞれのクラスの特徴を生かし、これまでの練習の成果を発揮して、思いのこ

もった素敵な合唱を聴かせてくれました。コンクールとしての結果は様々でしたが、どの生徒の表情か

らも、やり遂げたという充実感、仲間と作り上げたという喜びを感じました。 

 

午後の部は、部活動等、今年の活動の成果の報告・発表を行いました。翌週に荒川区連合英語発

表会を控えた学校代表生徒を含む「英語科発表」、夏の被災地派遣に参加したボランティア防災部

生徒による「岩手県釜石市被災地訪問報告」、２週間後に区大会を控えた演劇部による発表、夏の

東京都吹奏楽コンクールで金賞を受賞した吹奏楽部による演奏など、どの発表も練習の成果を発揮

し見応えのある演技・演奏を披露してくれました。それに対して鑑賞する生徒も、声援や拍手などで応

えてくれて、全校で作り上げた舞台発表となりました。その後の閉会式では、来賓としてお出でいただ

いた近江 前校長先生から講評と励ましのお言葉をいただきました。 
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試合や競技会があるためか、日頃、運動部の活躍を目にすることが多いですが、この学芸発表会

では、文科系のさまざまな活動を見ることができました。レベルの高い演奏、楽しさが伝わる演奏を聴

かせてくれた吹奏楽部、見ごたえがあり、他校では珍しくなりつつある生徒演劇をみせてくれた演劇

部、生徒の書いたデザインからりっぱな大看板をつくってくれた美術部、合唱の楽しさ・素晴らしさを

改めて感じさせてくれた有志合唱など。どれもその出来に感心すると共に、生き生きと取り組む生徒

たち生徒の姿を見ていると、こちらまで楽しくなってきます。学校というところには、部活動を含め、こう

したいろいろな“活動のチャンス”があります。生徒のみなさんには、そのなかからなにか一つでも自

分のやりたいことをみつけたり、取組を通じてよかったと思える体験を積み重ねてくれたりしてほしい

と願っています。 

また、今回の学芸発表会は、今年度６０周年を迎えた尾久八幡中にとって、学校文化の1つの到達

点であり、次の新たな１０年に向け、さらに良いものにしていってほしいと思います。八幡中の“文化”

を感じた一日となりました。 

 

特別賞：６組  伴奏者賞：全学級の伴奏者   

 

練習の成果を発揮してくれました。 

 荒川区連合英語発表会 10月 26日（木）  
 

１０月２６日(木)、サンパール荒川 小ホールで、荒川

区連合英語発表会が開催されました。昨年度から、３年

生による「スピーチ部門」と、オープン参加による暗唱等

の「パフォーマンス部門」の２つのカテゴリーで行われま

した。本校からは、3 年生 篠崎 結衣さん、2 年生 笹目 

悠さんが出場、今までの練習の成果を発揮し、堂々とし

た発表をみせてくれました。 

 

今、日本の英語教育では「スピーキング」が注目されています。昨年度より始まった東京都の「中

学英語スピーキングテスト」は、都立高校の入学選抜に活用されます。さらに、今年度からは１・2 年

生でも実施されることになります。このような機会を活かし、これからも多くの生徒が、意欲を持って取

り組んでくれることを期待しています。 

発表 演目、発表者 等 

英語科発表 “Japan’s Funny Short Stories” 【14小澤 楓、野口 紡】、 

“Swimmy”【21笹目 悠】、“Walt Disney for Me”【34篠崎 結衣】 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ防災部発表 岩手県釜石市被災地訪問報告【23佐藤瑠南、24寶石 歩】 

演劇部発表 「PE! PE! PE! RENGUINS!!～2011～」 

吹奏楽部発表 吹奏楽のための交響曲「ワインダーク・シー」 他 

 学年 金賞 銀賞 銅賞 指揮者賞 

３年 ４組 １組 ２組・３組 3-1・百木はるさん、3-4・吉田光毅さん 

２年 １組 ３組 ２組・４組 2-３・三宅千怜さん 

１年 ２組 １組・３組 ４組 1-2・長谷川実紀さん 



この夏に作成したおもちゃを持って、保育園児と交流してきました 

 ボランティア防災部 保育園訪問  １０月６日  
 

本校は、部活動を奨励、運動系とともに文化系も多様な部活動を開設することで、より多くの生徒

が、自分の興味の持てる活動に参加をできるようにしています。ボランティア防災部もそのひとつで

す。今回は、保育園訪問に行ってきました。 

 

ボランティア部はこの夏、荒川区社会福

祉協議会が主催の「サマーボランティアス

クール」に参加、保育園で使うおもちゃを作

成する「おもちゃを作って一緒に遊ぼう！」

プログラムに取り組みました。そうして、３種

類のおもちゃ「絵合わせカード」「ハラペコ

あおむし」「牛乳パックでつくる竹とんぼ」

ができあがりました。 

 

 今回は、園児と実際に遊ぶ取り組みとし

て、１０月６日の放課後、「タムスわんぱく保育

園 東日暮里」を訪問させていただきました。

最初は元気な園児たちに圧倒されていました

が、なんとか交流できるようになり、遊びのな

かに自分たちが持参したおもちゃで遊ぶ園児

たちの楽しそうな姿をみて、こちらも嬉しい気

持ちになりました。職員の方たちのように上手

に園児たちと接することはできませんでした

が、そうしたことも含め、自分たちにとっていい

経験になりました。 

 

 

「タムスわんぱく保育園」の園長先生、職員の皆さま、訪問させていただき、ありがとうございまし

た。これからも、こうした社会貢献活動に関心をもちながら、自分たちでできることをやっていってくれ

ればと思います。 

 



地域の方を前に、堂々とした発表をしてくれました 

 尾久地区「中学生の主張」発表会 参加 １０月１４日  
 

10 月１４日（土）、アクト２１ホールにて、尾久地区「中学生の主張」発表会が開催されました。この

発表会は、「地域の中学生が日常の生活の中で考えていること、感じていること、また希望や意見な

どを発表する」場として、荒川区青少年育成尾久地区委員会の主催で行われ、今年で４１回となりま

す。本校からは、２年生 松岡 海知朗さん、１年生 十時 瞳子さんが下表の演題で発表しました。 

 

発表に際しては、「自分はなぜそう思ったのか」「どう

してそういう考えになったのか」、そうしたことを自分自身

に問いかけ、突き詰め、それを伝わるように言葉でまとめ

るのですが、日頃はあまり行わないことでもあります。し

かし、発表した４校の生徒は、自分のテーマについて、深

め、考え、調べ、整理し、言葉を選ぶ、そうした様子がうか

がえ、本校の２名も地域の方を前に、堂々とした発表をし

てくれました。お疲れさまでした。 

こうした意義のある経験ができる発表会を開催していただいた関係者の皆さまに感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表順 演題 学校名 氏名 学年 

２ 紙の本 尾久八幡中学校 十時 瞳子 １ 

６ 明るい未来を生きるために 尾久八幡中学校 松岡 海知朗 ２ 


